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【はじめに】 
有機フッ素化合物（Per- and Polyfluoroalkyl Substances：PFAS）は、工業用途など広範囲で使用されており、

我々が日常生活や産業活動を営む上で無くてはならないものとなっている。しかし、様々な環境媒体から検出

されたことや、生体影響が報告されていること等から自主的な削減が行われてきた。PFOS は 2009 年 5 月スト

ックホルム条約（POPs 条約）の規制対象物質となり、2019 年 5 月には PFOA が規制対象物質に追加されてい

る。国内では、環境省が「2020 年 5 月 28 日付 環水大水発第 2005281 号・環水大土発第 2005282 号」にお

いて、PFOS及びPFOAを新たに要監視項目に追加することとし、その指針値（暫定）として「PFOS 及びPFOA 
の合算で 0.00005 mg/L 以下」が設定された。また、PFHxS は 2021 年 3 月に要調査項目として追加されたこと

もあり、水質中 PFAS の分析ニーズが高まっている。 
一方、PFAS分析に関するクロスチェックは、環境省 平成 22年度 環境測定分析統一精度管理調査と 2007

年から 2009 年にかけて実施された本委員会の共同実験のみである。そこで、（一社）日本環境測定分析協会 
極微量物質研究会では分析精度の向上に資することを目的に、外部精度管理の一環として去年に引き続き、

「第 2 回水質中 PFAS 分析に関する共同実験」を行った。本発表では 30 機関のデータにおける解析・評価結

果について報告する。 
 

【方法】 
今回の共同実験では、標準液試料として PFAC-MXA （ Wellington 

Laboratories 製）をメタノールで希釈し PFOA、PFOS 及び PFHxS それぞれ

100 ng/mL に調製したものを 1 mL ずつアンプルに封入した。また、水質試料

として国内某所の地下水を 0.5 µm のガラス繊維ろ紙でろ過後に、そのまま精

製水で希釈した。試料は 2 濃度域を設定し約 500 mL ずつ分注して各試料

50 サンプル作成し、参加機関に配付した。配付試料の概要を Table 1 に示す。 
報告された測定結果は、

JIS Z 8402-2:1999 の 7.3.4 
Grubbs の検定に基づいて

異常値を棄却し、棄却後の

統計値で解析、ロバスト法

による z-score により解析・評

価を行った。 
 

Table 1 Summary of samples distributed. 
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【結果と考察】 
分析方法については、環境省の「2020 年 5 月 28 日付 

環水大水発第 2005281 号・環水大土発第 2005282 号 付
表 1」の方法で測定を行った機関が 57%と最も多く、次い

で厚生労働省の「平成 15 年 10 月 10 日付健水発第

1010001 号 別添 4 水質管理目標設定項目の検査方法」

が 33%であった。また、方法に関するアンケートの結果から、

前処理に使用した固相カートリッジについては、WAX を使

用した機関が 37％、MA-2 が 23％と陰イオン交換系の固

相が過半数を占め、その他にも様々な種類のカートリッジ

が使用されていた。PFOA のモニターイオンについては

413 > 369 を用いた機関が 67％であり、413 > 169 が 27％
であった（Fig.1）。 

Table 2 に各試料の統計解析結果を示した。いずれの試料も中央値は想定濃度と概ね一致していた。ロバス

ト変動係数について、水質試料では PFOS、PFOA 共に直鎖に比べて分岐鎖の方が結果のばらつきが大きく、

特に PFOA はその傾向が強く認められた。一方、PFHxS については直鎖のみを対象としているが、PFOS と

PFOA よりもややばらつきが大きく、2 年前に要調査項目として追加されたことから、参加機関の不慣れな点が

その一因として考えられた。水質試料-2 の PFOA（分岐鎖）のばらつきが大きかった原因として、低濃度であっ

たことが考えられた。一方、水質試料-1 の PFOA（分岐鎖）のばらつきは主にモニターイオンの違いによるもの 
と考えられ、413 > 369 では中央値

6.31 ng/L に対し、413 > 169 は 13.0 
ng/mL と 2 倍程度高い値であった。こ

の傾向は第 1 回共同試験でも確認さ

れており、PFOA は直鎖に対する分

岐鎖のピークの相対強度がモニター

イオン 413 > 369 よりも 413 > 169 の方

が高いため、直鎖の標準品を用いて

分岐鎖を定量する場合、413 > 169 を

用いた方が分岐鎖の定量値が高くな

ることが知られている。 
  PFOA のモニターイオンについて、

環境省通知法は 413>369が、厚労省

通知法は 413＞169 が記載されてい

るため、現在のところ、指定された方

法によって使い分ける必要があるが、

今後は標準品の開発や普及により、

分岐鎖の内標準物質を用いて分岐

鎖を定量する方法に変更することで

この問題点の解消が期待できるため、

通知法の統一・改訂が望まれる。 
【参考資料】 
水質中 PFAS 分析に関する共同実験（第 1
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Table 2 Statistical analysis results of each sample. 

Fig. 1 Summary of analysis conditions  
for participating institutions. 

注）PFOA 分岐鎖のモニタイオン別集計は参考データも含む 


